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用いてTIMI　IIIの血流を感度95％、特異度100％で予
測することが可能であった。本法により急性冠症候群
症例の冠血流の状況を早期に、そして非侵襲的に判別
することが可能となり臨床上有用と考えられた。今回
計測された冠血流速は急性心筋梗塞の再灌流療法後
の評価3・4）として既に報告されたものと比べやや岬町
であった。これらの報告でもTIMI　IIIと比較しTIMI
II以下では冠血流速度が有意に温点であったが、その
計測値は一様ではない。これは冠血流速度が心拍数や
体血圧、左室拡張末期圧、左室肥大の程度、冠微小循
環の状態などの影響を受けるため、その計測された状
況により値が異なってくるものと考えられる。今回の
計測は狭心発作直後のものであり体血圧や左室拡張
末期圧の影響が大きかった可能性が考えられた。
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　経胸壁超音波法により非侵襲i的に安定労作狭心症
における冠動脈狭窄の評価、冠動脈バイパス術後のグ
ラフト開存の評価、および急性冠症候群における冠血
流の評価が可能であった。
2．造影超音波による肝類洞機能評価の基礎的及び
臨床的検討
（内科学第四）
○鈴木　史朗、飯島 尋子、森安史典
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キーワード Levovist造影超音波、肝腫瘍、類洞、
Kupffer細胞、　SPIO－MRI
【要旨】超音波の微小気泡造影剤Levovistは投与後
4～5分で肝実質に取り込まれる。実際の肝腫瘍性病変
のLevov st造影超音波診断は、病変の血流の多寡と還
流（perfUsion）を観察する血管相：Vascular　phase
（静注開始後12～60秒）と、類洞もしくは網内系機能
を評価する実質相：Delayed　parenchymal　phase（静注
開始後4～5分目からなり、その組み合わせによって
行われる。Delayed　parenchymal　phaseは微小気泡が
Kupffer細胞に貧食されるかもしくは類洞に存在する
状態と考えられている。超音波照射にて正常肝では
Delayed　parenchymal　phaseで肝臓全体が均一に染影
されるが肝細胞癌や転移性肝癌などの悪性病変では
Kupffer細胞の減少や類洞機能の欠如によりその濡鼠
が低下もしくは欠損すると考えられている。
　今回、基礎的検討ではラットのKupffer細胞を単離
培養して、Levovist造影剤溶液を培養液中に加え環流
し気泡の腐食を位相差顕微鏡で鏡顕した。その結果
Levovist気泡は4から6分間でKupffer細胞に貧食さ
れた。さらに超音波を照射する群としない群に分け微
小気泡の動態、変化を観察した。超音波照射を行わな
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Fig．1　S8，32　mm肝細胞癌症例、造影超音波検査で辺縁は周囲肝と同等の染影を認め、中心部は弱い染影を認めた。一方、
　　　SPIO－MRIでは辺縁は周囲肝と同等のlow　intensity、逆に内部はhigh　intensityを呈する腫瘍として認められた。これ
　　　は腫瘍の辺縁にはLevovist微小気泡ないし鉄がとりこまれ、腫瘍内部にはKup仔er機能の低下からとりこまれていな
　　　いことを表す。腫瘍はCTAP（肝動脈造影下門脈造影CT）では完全欠損を示し、　CTA（肝動脈造影CT）では中心部
　　　のみに動脈血流の増加を認め腫瘍内部の分化度の差を表している。
い場合には気泡は次第に径を減じ約30分で自然に縮
小・消失した。超音波照射下では全ての気泡は瞬時に
消失した。
　臨床的検討では肝細胞癌、境界病変及び再生結節よ
りなる肝腫瘍性病変でKupffer細胞の多寡と機能を反
映するSPIO－MRIとDelayed　parenchymal　phaseの染
影所見とを比較検討した。SPIO－MRIの所見と
Levovist造影超音波の懸鯛所見は近似するものが多く
（Fig．1）全体で一致率は86％であった。また、生検に
よる組織診断が得られた結節では肝細胞癌症例67例
中60例（89．6％）で染影の低下を認めた。一方、再生結
節や境界病変では13例中9例（69．2％）が周囲肝と同
等の藤島を示した。また転移性肝癌では高率に染影の
完全欠損を示す傾向を認めた。
　まとめ：1．Levovistの微小気泡はKupffer細胞に
貧食されることが示された。2．造影超音波のDelayed
parenchymal　phaseとSPIO－MRI所見とは近似してお
り、Kupffer細胞の多寡と機能がLevovistの染影を決
定する因子と考えられる。3．Levovist造影超音波の
Delayed　parenchymal　phaseはKupffer細胞及び類洞
機能を評価できることから肝腫瘍性病変の質的診断、
悪性度の評価及び部位診断に有用と考えられる。
　尚、本要旨の内容は他雑誌に投稿予定である。
3．脳神経外科疾患における3次元MR画像の応
用
（脳神経外科学）
○和田　　淳、中島　伸幸、三木　　保、
　原岡　　嚢
【目的】近年MDCTの出現により、CTからの三次
元画像は比較的容易に作製することが可能となった。
しかし、脳外科疾患においては神経の描出が重要とな
る事が多く、またCTでは被爆の問題があり、胎児や
新生児など安易に撮影できないことも少なくない。
我々はMRIを用いた三次元画像を臨床の場で活用し
ているので、その優位性、3D－CTとの差異等について
述べる。
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